
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 2 年 4 月、本校が愛媛県立新居浜商業高等学校として新たに発足した

ときに制定された。 

 全体としての三角の外形は新居浜発展の基礎を築いた旧別子銅山を表し、

ペンは「ペンは剣よりも強し」という言葉から、学問・教養の尊さを象徴し

ている。また、３本の組み合わせは、徳育・知育・体育の調和のとれた人間

の育成という本校の教育方針を表すものである。 

 「商」の左右の半円は、ＣＯＭＭＥＲＣＥ（商業）の頭文字「Ｃ」を、ま

たペンとペンとの間の弧は新居浜の「に」を図案化したものである。 

校章の由来 


